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療
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平
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厚
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告
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第
百
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の
一
部
を
次
の
表
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よ
う
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。 

令
和
四
年
十
一
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加
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（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）  

改    正    後  改    正    前  

別 表 第 三  別 表 第 三  

番 号  医 療 機 器 の 名 称  

基 準  

日 本 産 業

規 格 又 は

国 際 電 気

標 準 会 議

が 定 め る

規 格  

使 用 目 的 又 は 効 果  

一 ～ 九

百 三 十

七  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  

九 百 三

十 八  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  

九 百 三

十 九  

１  眼 科 用 灌
か ん

流 ・ 吸

引 ユ ニ ッ ト 用 単 回

使 用 眼 内 プ ロ ー ブ  

Ｔ 〇 九 九

三 ― 一  

眼 科 手 術 を 行 う 際 に

、 眼 内 に 挿 入 し 、 灌
か ん

流 又 は 吸 引 若 し く は

そ の 両 方 に 用 い る こ

と 。  

九 百 四

十  

１  単 回 使 用 眼 科 用

ト ロ カ ー ル 類  

Ｔ 〇 九 九

三 ― 一  

眼 球 壁 に 作 業 用 チ ャ

ネ ル を 作 製 ・ 維 持 し

、 眼 科 手 術 に 用 い る

こ と 。  

九 百 四

十 一  

１  単 回 使 用 眼 内 照

明 プ ロ ー ブ  

Ｔ 〇 九 九

三 ― 一  

眼 科 手 術 に お い て 、

眼 内 照 明 等 に 用 い る

こ と 。  
 

番 号  医 療 機 器 の 名 称  

基 準  

日 本 産 業

規 格 又 は

国 際 電 気

標 準 会 議

が 定 め る

規 格  

使 用 目 的 又 は 効 果  

一 ～ 九

百 三 十

七  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  

九 百 三

十 八  

１  骨 盤 臓 器 脱 用 ペ

ッ サ リ ー  

Ｔ 〇 九 九

三 ― 一  

膣
ち つ

に 挿 入 し 、 骨 盤 臓

器 の 支 持 に 用 い る こ

と 。  

（ 新 設

）  

（ 新 設 ）  （ 新 設 ）  （ 新 設 ）  

（ 新 設

）  

（ 新 設 ）  （ 新 設 ）  （ 新 設 ）  

（ 新 設

）  
（ 新 設 ）  （ 新 設 ）  （ 新 設 ）  

 


